
東 海 村 議 会 報 告（１）２０１８年２月１１日 第 １８ 号

東東海村議会報東海村議会報告告
２０１７年１２月議会 １２月１日から１２月２０日

第１８号 発行 ２０１８年２月１１日
東海村議会議員 日本共産党 大名美恵子

【自宅】〒３１９-１１１２ 東海村村松２４０１-２ 電話/Fax０２９（２８４）０７６１
E-mailtoukai@oona-mieko.info

幻 弦験験験験験験験験験験験験験験

幻 弦験験験験験験験験験験験験験験
今
回
の
改
訂
は
、
小
学
校
は
２
０

２
０
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
２１
年
度

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
全
面
実
施
と
さ
れ
、

２
０
０
６
年
の
教
育
基
本
法
改
悪
で

加
え
ら
れ
た
「
愛
国
心
」
な
ど
も
含

む
「
教
育
の
目
標
」
に
そ
っ
て
教
育

を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

学
習
内
容
が
中
心
で
あ
っ
た
従
来

と
は
大
き
く
変
わ
り
、
国
と
し
て
子

ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
「
資

質
･
能
力
」
を
定
め
、
そ
の
「
達
成
」

を
中
心
に
す
え
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
た
め
に
授
業
方
法
や
評
価
の
方
法

ま
で
細
か
く
規
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
子
ど
も
が
ど
ん
な

「
資
質
・
能
力
」
を
形
成
す
る
か
は
、

「
ど
の
よ
う
な
人
間
に
な
る
か
」
と

い
う
人
間
性
や
人
格
の
自
由
の
問
題

で
、
子
ど
も
を
中
心
に
国
民
自
ら
考

え
る
こ
と
で
す
。
国
家
権
力
が
上
か

ら
「
こ
う
い
う
人
間
に
な
れ
」
と
決

め
て
押
し
付
け
る
の
は
、
憲
法
の

「
個
人
の
尊
厳
」
に
反
し
ま
す
。

ま
た
、
授
業
や
評
価
の
方
法
を
規
定

す
る
の
は
、
学
習
内
容
の
大
ま
か
な
基

準
を
示
す
と
い
う
指
導
要
領
の
性
格

を
逸
脱
す
る
大
問
題
が
あ
り
ま
す
。

大
名
美
恵
子
議
員

国
会
で
の
質

疑
で
は
、
菅
官
房
長
官
や
当
時
の
松

野
文
科
大
臣
が
、「
教
育
勅
語
」
を
教

材
に
す
る
こ
と
も
「
否
定
し
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
異
常
な
「
天
皇

中
心
主
義
」
で
国
民
を
戦
争
に
駆
り

立
て
た
「
教
育
勅
語
」
は
、
絶
対
に

活
用
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
村
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

教
育
長

生
命
を
尊
重
す
る
こ
と

や
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
親
切
に
す

る
な
ど
の
道
徳
的
な
諸
価
値
に
つ
い

て
の
理
解
を
も
と
に
、
自
己
を
見
つ

２
０
１
８
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
日
本
を
地
球
の
裏
で
も
自
由
に
戦
争
で
き
る
国
に
す
る
た
め
に
、
安
保
法
制
（
戦

争
法
）
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
と
し
、
日
本
国
憲
法
９
条
を
変
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
、
国
会
で
の
改

憲
案
発
議
を
進
め
よ
う
と
相
次
い
で
発
言
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
１１
月
１１

２８
日
、
運
転
開
始
か
ら

１１

２８

４０
年
を
迎
え
る
東
海
第
二
原
発
は
、
新
基
準
に
基
づ
く
適
合

性
審
査
の
結
果
が
示
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
運
転
を
２０
年
延
長
す
る
許
可
申
請
も
提
出
済
み
で
す
。

未
来
を
生
き
る
孫
子
の
時
代
も
、
憲
法
が
変
わ
ら
ず
し
っ
か
り
息
づ
き
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
の
無
い
社
会
、
原
発
に
頼
ら
ず
安
心
で
き
る
社
会
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

本
年
も
み
な
さ
ま
の
声
を
大
切
に
、
と
り
く
み
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

改
憲
発
議
許
さ
ず
９
条
は
そ
の
ま
ま
に
、
原
発
は
廃
炉
の
年
に

改
憲
発
議
許
さ
ず
９
条
は
そ
の
ま
ま
に
、
原
発
は
廃
炉
の
年
に

教
育
長―

教
育
勅
語
の
活
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

◇戦争法は廃止に
◇老朽化の東海第二原発は廃炉に
◇日本国憲法を遵守する政治を

【所属】
・文教厚生委員会副委員長
・一般会計予算決算特別委員会
・原子力問題調査特別委員会

め
、
物
事
を
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
考
え
、

仲
間
と
そ
の
考
え
を
交
流
し
、
伝
え

合
う
こ
と
で
、
人
間
の
弱
さ
や
様
々

な
考
え
方
に
気
付
き
、
自
分
は
ど
う

す
べ
き
か
な
ど
、
自
分
自
身
に
問
い

か
え
す
自
己
内
対
話
活
動
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

当
然
、
そ
の
学
習
過
程
の
中
で
物

事
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
も
養
わ

れ
ま
す
の
で
、
一
つ
の
考
え
方
に
ま

と
め
る
よ
う
な
授
業
展
開
は
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
勅
語
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
本
村

で
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

村
独
自
に
、水
田
の
小
規
模
土
地
改
良
事
業
の
創
設
を

村
独
自
に
、水
田
の
小
規
模
土
地
改
良
事
業
の
創
設
を

―

多
額
の
費
用
、
あ
る
程
度
の
集
積
が
必
要
な
た
め
難
し
い

大
名
美
恵
子
議
員

県
の
土
地
改

良
事
業
は
、
１
９
５
５
年
に
創
設
さ

れ
、
本
村
は
こ
の
事
業
に
よ
り
圃
場

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

圃
場
の
大
区
画
化
や
農
道
の
整
備
、

用
水
路
、
排
水
路
の
整
備
を
総
合
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
農
作
業
を
し

や
す
く
す
る
よ
う
に
土
地
の
再
配
置

を
す
る
換
地
と
い
う
手
法
を
取
り
入

れ
、
分
散
し
て
い
る
農
地
を
集
団
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
営
農

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

あ
る
農
業
者
か
ら
、「
小
規
模
の

土
地
改
良
事
業
を
村
独
自
で
ぜ
ひ
立

ち
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
独
自
の
事
業
創
設
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

建
設
農
政
部
長

こ
れ
ま
で
国
や

県
の
事
業
を
活
用
し
、
東
海
あ
く
つ

土
地
改
良
区
や
真
崎
浦
土
地
改
良
区

の
水
田
圃
場
整
備
、
農
道
・
水
路
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
採
択
要
件
の
一
つ
に
受

益
面
積
が
あ
り
、
２０
盾
以
上
の
ま
と

ま
り
が
必
要
で
す
。

し
か
し
近
年
県
は
、
受
益
面
積
を

５
盾
以
上
と
す
る
「
農
業
基
盤
促
進

事
業
」
や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

重
点
実
施
区
域
等
で
あ
れ
ば
受
益
面

積
を
問
わ
な
い
「
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
」
を
創
設
し
、
小
規
模
で
も

圃
場
整
備
等
に
取
り
組
み
や
す
く
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い

こ
と
か
ら
余
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

本
村
で
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組

合
、
農
業
者
等
へ
周
知
し
、
事
業
の

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

議
員
ご
提
案
の
村
独
自
の
土
地
改

良
事
業
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
小
規

模
で
も
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る

こ
と
や
、
あ
る
程
度
の
水
田
が
集
積

し
て
い
な
い
と
作
業
効
率
の
向
上
に

つ
な
が
ら
な
い
と
思
わ
れ
、
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

大
名
美
恵
子
議
員

最
近
県
が
創

設
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早

く
農
業
者
に
周
知
す
べ
き
で
す
。

今
回
要
望
さ
れ
た
農
業
者
が
求
め

て
い
る
の
は
５
盾
以
下
、
３
盾
位
の

土
地
改
良
で
す
。
農
事
組
合
法
人
東

海
あ
く
つ
の
受
託
事
業
の
状
況
か
ら

も
、
こ
の
規
模
の
事
業
は
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
３
盾
程
に
つ
い
て
の
進

め
方
は
ど
う
考
え
る
か
。

建
設
農
政
部
長

５
盾
以
下
の
圃

場
は
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
畦
畔
を

除
去
し
区
画
を
拡
大
し
た
り
、
暗
渠

を
整
備
し
て
配
水
の
改
善
、
用
水
路

の
更
新
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

主
な
要
件
は
、
総
事
業
費
が
２
０

０
万
円
以
上
、
受
益
者
が
２
名
以
上

な
ど
で
す
。
面
積
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点

実
施
区
域
等
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条

件
で
す
の
で
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会

と
連
携
し
、
担
い
手
の
土
地
の
集
積

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
業
費
の
５０
％
は
地
元
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
規
模
に

応
じ
た
事
業
費
の
算
出
を
行
い
、
資

金
確
保
の
目
安
や
補
助
申
請
事
務
や

工
事
の
発
注
、
進
行
管
理
等
の
支
援

を
考
え
て
い
ま
す
。

大
名
美
恵
子
議
員

農
家
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
で
も
、
経
営
が
圧
迫

さ
れ
た
の
で
は
困
り
ま
す
。
今
村
が

考
え
て
い
る
幾
つ
か
の
支
援
に
、

「
農
家
の
経
営
圧
迫
を
避
け
る
」
た

め
の
支
援
を
加
え
、

農
業
振
興
計
画
に
も

位
置
づ
け
る
な
ど
、

検
討
が
必
要
で
す
。

【
反
対
し
た
議
案

そ
の
１
】

東海村職員の給与に関する条例及び
東海村特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例

反対した理由
・一般職の月例給と特別給、再任用職の期末・勤勉手当の
各引き上げ、給与制度の総合的見直し等に係る経過措置
の廃止の部分については、職員の士気高揚に繋がり賛成。
・同時改定の特別職の期末手当引き上げは、社会情勢によ
り不安定な生活を送る多くの住民に配慮し、自粛・据え
置くべき。
・特別職に連動した議員の期末手当引きあげも見送るべき。
・議案上程は一本化せず、個別にし、審査を分かりやすく
すべき。

【
１２
月
議
会
で
お
こ
な
っ
た
一
般
質
問
か
ら
】
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定数削減では議会の民主主義が後退し、村民の
多様な村民意見を反映できる議会のために、
●10月24日の委員会：「意見交換会で定数を減するという人がいた。見直すとすれば減らすこと」や、越智辰哉議員の「減らしていく方向
定数と報酬についての議論は、なぜ始まったのか
※定数及び報酬に関する特別委員会に関する本報告は、議事録等に基づき、大名の責任で

行うものです。

２０１６年９月議会に、議員有志により「議員定数及び報酬に関する
調査特別委員会」の設置を求める議案が提出される

議案提出者 越智辰哉議員（新政とうかい、民進党）
議案に賛成者 岡崎 悟議員（公明党） 村上 孝議員（豊創会）

【提案理由】
改選前に設置をされていた議会活性化特別委員会において議員定
数や議員報酬については十分な議論を行うことができなかったた
め、改選後、早い段階から議論することが望ましいという最終報告
を受け、本村議会における議員定数及び議員報酬のあり方につい
て、幅広く調査すること及び十分な議論を行うため。

【設置の期間】
２０１６（平成２８）年９月２７日から設置の目的を達成するまで。

【有志議員による議案提出となったのは】
２０１６年９月２０日に開催した議会運営委員会において委員のメンバ
ーで協議し、おおよその議論がまとまったが、最終的に全ての委員
からの賛同が得られなかったため。

つまり、改選前の議会に設置されていた議会活性化特別委員会に
おいても、また今期議会においても「定数と報酬の調査は必要ない」
という議員がいたことによるものです。

議会最終日（２０１６年９月２７日）に提案され、即日
採決、賛成多数で可決、設置された
２０１６（平成２８）年９月議会の最終日、上記の内容で特別委員会設
置に関する議案が提案され、この日に採決となりました。

【採決の結果】
●設置することに賛成の議員（敬称略）
鈴木 曻 飛田静幸 村上邦男 大内則夫 越智辰哉
河野健一 武部愼一 吉田充宏 寺門定範 笹嶋士郎
村上 孝 岡崎 悟 植木伸寿 新垣麻依子

〇設置することに反対の議員（敬称略）
江田五六 恵利いつ 阿部功志 清宮壽子 大名美恵子

【委員会は１０名の議員で構成】（敬称略）
◎飛田静幸 〇岡崎 悟 鈴木 曻 村上 孝 江田五六
越智辰哉 河野健一 寺門定範 笹嶋士郎 新垣麻依子
◎＝委員長 〇＝副委員長

●設置に賛成する討論を行った議員と内容（要点のみ）
《２０１６年１０月発行の議会だよりから》
岡崎 悟議員（公明党）
改選前の議会活性化特別委員会委員長報告で、「特に議員定数や
議員報酬については、十分な議論ができなかった。改選後早い段階
から議論することが望ましい」と記されている。議会として速やか
な議論が必要。

〇設置に反対する討論を行った議員と内容（要点のみ）
《２０１６年１０月議会だより掲載のもの》
阿部功志議員（豊創会）
議会の改革には不公正なドント方式などから見直すべきだが、設
置案は課題に触れず、話し合うべき優先順位を無視している。議会
をよりよく変え、住民に広く開こうという意欲が乏しい。何の大義
名分も説得力もない。

清宮壽子議員
特別委員会設置の目的が不明確である。農業、商工業従事者、女
性、若者の意見が議会に反映され、組織を持たない住民の小さい声
が届く議会にしたい。しかし、定数と報酬に特化した特別委の設置
は、活性化から逆行している。

江田五六議員（光風会）
委員会設置趣旨は、定数及び報酬を周辺自治体に学んで議論を深
めるとある。近隣自治体には定数を削減し、報酬をアップした市が
ある。議員定数や報酬は、本村独自の事情・議会活動の状況・世論・
社会情勢等をもとに判断すべき。

大名美恵子議員
原子力施設が多数立地する本村議会は、住民の多様な意見反映が
なにより重要。これに逆行する定数削減と、報酬引き上げにつなが
る委員会は必要ない。

委員会では何が調査されたか（１）
２０１６（平成２８）年１１月１４日 第１回委員会
⇒ 委員会の進め方
・前期議会の議会活性化特別委員会の最終報告書、講師を招いて勉
強会を行った際の資料・音源の認識を共有する。
・これまでの定数・報酬が変わった経緯を押さえる。
・近隣や同規模自治体の定数・報酬の状況を把握する。

２０１６（平成２８）年１２月１３日 第２回委員会
⇒ 収集された資料を確認し、委員会の進め方について意見交換。

定数を先に決めてから報酬を考えるという意見が有力に。

２０１７（平成２９）年２月６日 第３回委員会
⇒ 選挙の時に住民の方からかみつかれるくらいの勢いで、「定数
をなぜ減しないんだ」と言われた。住民の皆さんは定数減に関し
ては極めてシビアに見ている（岡崎悟委員）という発言が大きな
きっかけとなって議論が進められた。
議員の活動について知っていただくことも兼ねて、住民との意
見交換会を実施することを確認。それぞれの委員が、「自治会連
合会」「PTA連絡協議会」「商工会」「青年会」「土地改良区」「ハ
ーモニー東海」など、団体名を出し合う。

２０１７（平成２９）年３月２２日 第４回委員会
⇒ 出された団体全部となると日程的にも大変なので、２つか３つ
でどうでしょうか（笹嶋士郎委員）、意見交換会のために集まって
いただくのではなく、定期的に会議などやっているところに合わ
せていく（越智辰哉委員）、一番早い時期にできるのは商工会（委員
長）などの意見により、商工会、PTAとの意見交換会設定を決定。
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民の少数意見は、村政に反映し難くなります。
現状定数（20）は維持することが大切です。

方向で考えるべき」との意見等により、減する意義不明瞭なまま減に賛成７、反対２。 ●11月28日の委員会：現状から２削減を決定。
委員会では何が調査されたか（２）
２０１７（平成２９）年５月１１日 第５回委員会
・５月２４日に行う商工会（理事）との意見交換会の進め方について協議。

司会は議会事務局長。委員長挨拶⇒議会事務局の委員会担当職員
から定数と報酬の現状説明⇒その後委員長の仕切りで質疑及び意
見交換⇒最後に副委員長により閉会挨拶で終了することを確認。
・秋ごろまでに、自治会とハーモニー東海と意見交換会を持つこと
を確認。

２０１７（平成２９）年５月２４日 第６回委員会
商工会理事の方々との意見交換会
・委員長から意見交換会の趣旨として、「定数・報酬の現状について
は明確な基準や根拠がなく、各議会によってまちまち。これまで
の委員会の議論で、村民の皆さんが定数・報酬についてどのよう
なイメージを持っているかお聞きし、それを今後の参考にしてい
きたというわけです」と、述べる。
・定数と報酬の現状を事務局職員が説明（詳細は未掲載）。
平成２０年までは定数２２。その後現在まで２０。
定数変動の背景には、①当時の流れとして全国的に削減の流れが
あった ②市町村合併により、近隣自治体でも削減が行なわれて
いた、と説明。
・２０１６年度実績での議員の活動は、本会議の日数９２日。全員協議会
１２日。常任委員会・特別委員会９１日。報酬は、１９９７年度から変わ
らず議員３６万７，０００円で年間５７７万円。手取り金は約２６万円／月前
後。、議長４３万円、副議長３８万８，０００円。

商工会理事さん方の主な意見 ※議員の発言は無し

・２０名は多いと感じていて１５名くらいでいいかなと。報酬は、１０万
円引かれたら生活できない。片手間にサービスとして議員やって
いるに過ぎないのでは。
・那珂市は定数削減して給料（報酬）アップしたが、これはいい。東
海村も極端に定数減らさずに、報酬をちょっと上げて給料内で活
動できる議員数がいい。
・人数は現状維持でいいのかなと思う。人口増を目指すときに減らさ
なくともよい。報酬は、議員職だけで成り立つ報酬があっても良い。
・村予算に対する議員報酬の割合は？
・人数的には１７人ぐらいでいいと思う。報酬は定数を減らした分現
行報酬に１０％くらい合わせたほうがいい。
・議員年金制度が廃止された年号も分からない、茨城の最低賃金の
痛みが分からない議員では困る。分かることが大切。
・土・日曜・夜の議会実施も必要なのでは。
・「身を削る改革やっているんだ」位のこと言って、報酬を引き上げ
てはどうか。

２０１７（平成２９）年７月１１日 第８回委員会
ハーモニー東海１８期生の方々との意見交換会 ※議員の発言は、副議長のみ

ハーモニー東海１８期生の皆さんの主な意見
・一人づつ意見を述べると言われていないので準備ができていない。
定数と報酬について今まで考えたことが無かった。でも議員一人当た
りの人口が小さいほど住民の声が届きやすいというのは非常にいい。
・人口が微増なら定数は変える必要がないと思う。
・議員を増やす増やさないの結論には達しない。
・資料だけでは議員一人当たりの人口の他との比較では、減らして
もいいのかなと。仮に減らすなら報酬を増やしてはいかがか。
・これ以上定数を減らすと文化財等手が回らないのでは。

・そもそもなぜ定数を減らしたりとか報酬を考えたりとかするのか
分からないので、何か教えていただけると嬉しい。
・報酬は適正に使っていただければよい。こういう会を開いたというの
は定数を減らしたいのかな。減らすと新しい風が入りにくいのでは。
・定数は議員一人一人が足りているのかいないのかなど、どう感じ
ているかで決めればよいのでは。報酬は、議会の準備や地域コミ
ニュティーへの参加等考えれば少し上げてもいいのでは。
・定数も報酬もこのまま維持でいいのかなと思う。
・議員さんは一生懸命働いているなと感じることが多いので、その
ままでもいいのかなと思う。議員さん自身どうしたいのか聞きた
かったが、ここでは述べないというので結果を見守っていきたい。

２０１７（平成２９）年９月２９日 第９回委員会
自治会連合会との意見交換会
自治会連合会の皆さんの主な意見 ※議員の発言は、５人

・はじめに自治会連合会会長さんのごあいさつ、出席者自己紹介。
・村議会定数の判断基準が必要。議会側の見解を聞かせてほしい。
全体の住民が意見反映できる定数を慎重に確保すべき。報酬は全
体の予算額を超えない範囲で考えていただきたい。
・隅々の意見を広く聞くという中で定数を増員してもいいのではな
いか、ただし報酬は上げない。
・定数は周辺の状況からみると１名か２名減らしてもいいのかなと。
報酬はしっかり頑張っていただくということでこのままでいい。
・意見が重複するようなら議員さんとの懇談、質疑応答の時間を
とってほしい。
・議員の活動がわかっていない中で発言するのは不謹慎と思う。将
来の議員の活動はどうあるべきかお示しいただきたい。
・東海村は他と違った行政課題があり議員の責務も違ってくる。報
酬も村職特別職と比較しても性質上合わないと考える。
・予算的に今のサービスを落とさない程度なら現状維持で。仕事の
やり方や中身は少し見直していくことが必要かなと。
・今までの流れについて議会はもっと村民にPRしてほしい。
・政務調査費の実態を聞かせてほしい。
・議員数が減ると特定議員の意見により村民が不利益になるのでは。

●住民の意見聴取は３団体３９名のみ。意見は、「分からない」も含め
さまざま。「削減」を決めるには、無理があります。
・委員会の設置目的「幅広く調査すること及び十分な議論を行うた
め」は、これでなされたと言えるか＝言えないでしょう。
・委員会設置を提案した越智議員の意見は、「費用対効果の観点で
減らすべき」だが、議員の役割を経費としてみていいのか、むし
ろ多様な民意を守るため定数は維持し、報酬の引き下げなどの検
討をすべきです。

〈参考〉
・地方自治法による法定定数＝①東海村は上限２６。②この範囲内で

条例で定める。但し、２０１１年の法改定で、①の記述は削除され、
②のみの規定となった。

・村は１９５６年２月から２００８年１月まで、村条例で定数２２。
２００７年３月議会で２０とすることを決定し、２００８年２月からの議会
以後現在まで定数２０。

〔政務活動費〕
２０１６年度東海村決算審査で、監査委員から議会の政務活動費の報告の

仕方について「もっと分かりやすく」との指摘を受けました。大名から各
会派に文書により「話し合いを持つこと」を申し入れし、受理されました。
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原
電
と
６
市
村
（
東
海
・
日
立
・

ひ
た
ち
な
か
・
常
陸
太
田
・
那
珂
・

水
戸
）
首
長
懇
談
会
が
進
め
る
安
全

協
定
の
見
直
し
に
、
多
く
の
住
民
が

注
目
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

１２
月
７
日
の
県
議
会
一
般
質
問
で
、

東
海
村
選
出
の
県
議
が
行
っ
た
発
言

に
、「
本
当
に
県
民
の
立
場
の
県
議

な
の
か
」
と
、
怒
り
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

村
長
の
住
民
の
立
場
で
の
対
応
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
名
美
恵
子
議
員
は
、
原
電
が
原

子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
に
対

し
、
１１
月
１１

２２
日
に
行
な
っ
た
安
全
協

定
の
見
直
し
に
関
す
る
回
答
の
内
容

と
そ
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

村
長

原
電
の
回
答
は
、
３
月
２４

日
の
回
答
を
ベ
ー
ス
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
も
の
で
、
ま
ず
現
行
の
安
全
協

定
の
見
直
し
で
は
、
原
電
が
６
市
村

首
長
懇
談
会
に
事
前
説
明
を
行
い
、

原
電
が
行
っ
た
６
首
長
懇
へ
の
回
答
内
容

お
よ
び
回
答
へ
の
見
解
を
問
う

原
電
が
行
っ
た
６
首
長
懇
へ
の
回
答
内
容

お
よ
び
回
答
へ
の
見
解
を
問
う

６
市
村
は
こ
れ
に
意
見
を
述
べ
、
原

電
は
誠
意
あ
る
回
答
を
行
う
。

同
時
に
新
安
全
協
定
案
で
は
、
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
や
延
長
運
転

に
際
し
、「
実
質
的
に
事
前
了
解
が

担
保
さ
れ
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
見
直
し
案
は
、
ま
だ
成
案

で
は
な
い
が
、
当
日
の
や
り
取
り
か

ら
５
市
の
首
長
さ
ん
は
、「
権
限
が

確
保
さ
れ
た
」
と
受
け
止
め
、
一
定

の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
感
じ
て

い
ま
す
。

大
名
美
恵
子
議
員

新
規
制
基
準

に
お
け
る
防
潮
堤
や
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ

ン
ト
装
置
な
ど
は
、
現
行
協
定
第
５

条
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
が
ど
う

考
え
る
か
。

ま
た
、
使
用
済
み
燃
料
の
貯
蔵
施

設
の
能
力
も
審
査
対
象
で
は
な
い
が

安
全
協
定
の
見
直
し
に
お
け
る
取
り

扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
さ
ら

に
保
管
量
及
び
残
余
保
管
能
力
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

村
民
生
活
部
長

現
行
安
全
協
定

第
５
条
の
「
新
増
設
等
に
対
す
る
事

前
了
解
」
の
対
象
設
備
は
、
新
規
制

基
準
適
合
性
審
査
を
通
じ
て
新
た
な

設
備
の
追
加
、
構
造
・
仕
様
な
ど
大

幅
な
変
更
が
あ
り
、
適
切
な
見
直
し

が
必
要
な
た
め
、
１１
月
２
日
、
茨
城

県
と
と
も
に
原
電
に
対
し
て
新
増
設

等
計
画
書
の
変
更
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
防
潮
堤
や
格
納
容

器
圧
力
逃
し
装
置
、
緊
急
時
対
策
所

な
ど
の
設
置
が
新
た
に
適
用
と
な
り

ま
し
た
。

【
１２
月
議
会
で
お
こ
な
っ
た
一
般
質
問
か
ら
】

12 月 7日の県議会における
東海村選出県議の発言の抜粋
12月 7日の県議会における
東海村選出県議の発言の抜粋

・原子力は危ないか、危なくないかは議論の本質ではない。
使い方を間違えればすべてのものが危ない
・原子力は危ないからやめよう、（東海第２原発の半径 30 キ
ロ圏内に居住している）96 万人が多いからやめよう、など
といった議論はすべきでない。選挙のたびに脱原発を訴え
る風潮は即刻やめるべきだ

・県民の思いを受ける立場にない事業者に自らの思いをぶつけ、
『裏切られた』『信頼できない』などと嘆いている状態が続
いている

・私たち県議会は、原子力が危ないか、危なくないかなどの
低レベルで不毛な議論に陥ってはならない

本
年
３
月
２４
日
、
原
電
か
ら
６

首
長
懇
に
使
用
済
み
燃
料
の
貯
蔵

施
設
を
安
全
協
定
上
の
原
子
力
施

設
に
加
え
る
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
そ
の
新
増
設
に
際
し
て
は
、

６
市
村
が
説
明
を
受
け
、
原
電
に

対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
成

案
に
至
れ
ば
、
使
用
済
み
燃
料
の

保
管
に
際
し
て
も
自
治
体
側
の
関

与
が
一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

東海第二原発の使用済み燃料

・プール内にはこの他、新燃料、運転停止
のため取り出された燃料も入っている。
・乾式貯蔵は、プール内で７年の冷却期
間を経、現在 15 基に分けて保管。
１基あたり61体収納。原電の計画では、
これを 24 基まで製造する

燃料プール内
乾式貯蔵施設内
合 計

１，２５０体
９１５体

２，１６５体

住
民
の
立
場
で
審
査
し
、
賛
成
で
き
な
か
っ
た

議
案
か
ら
ご
報
告

住
民
の
立
場
で
審
査
し
、
賛
成
で
き
な
か
っ
た

議
案
か
ら
ご
報
告

全
23
議
案
の
う
ち
、反
対
は
８
議
案

全
23
議
案
の
う
ち
、反
対
は
８
議
案

東
海
村
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
「
医
療
福
祉
費
の
支
給
等
に
関
す

る
事
務
の
み
」
の
利
用
と
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、
申
告
相
談
会
業
務

及
び
就
学
援
助
費
支
給
等
に
関
す

る
事
務
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
に

す
る
条
例
改
定
に
は
反
対
。

番
号
制
度
は
、
１
つ
の
番
号
で
一

人
ひ
と
り
の
個
人
情
報
を
結
び
つ
け

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情

報
が
容
易
に
名
寄
せ
、
集
積
さ
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
一
た
び
流
出
、
悪
用

さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
甚
大
な
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
や
成
り
済
ま
し
詐
欺
な

ど
の
犯
罪
の
危
険
性
を
飛
躍
的
に
高

め
る
こ
と
に
な
る
。

東
海
村
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
今
回
の
改
定
で
、
基
本
料
金
及
び

従
量
料
金
の
基
本
水
量
を
８
弱
／

月
に
改
め
た
点
は
、
住
民
の
節
水

の
努
力
に
応
え
よ
う
と
し
た
も
の

で
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
改

定
率
８
％
と
し
て
、
仮
に
口
径
１３
勺

を
単
身
世
帯
で
使
用
し
、
平
均
水
量

を
８
弱
／
月
と
し
た
場
合
、
従
来
よ

り
９５
円
引
き
上
げ
て
、
１
３
０
５
円

／
月
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。「
い
の
ち
の
水
」で
あ
る
水
道
は

ほ
と
ん
ど
の
村
民
が
利
用
す
る
も
の

で
、
料
金
の
値
上
げ
は
生
活
を
直
撃

し
、
村
内
経
済
に
打
撃
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

平
成
２９
年
度
東
海
村
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
国
保
の
県
域
化
に
か
か
る
事
務
シ

ス
テ
ム
改
修
費
用（
全
額
国
負
担
）

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
保
の
危
機
は
、
国
庫
負
担
を
半

減
さ
せ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
こ

の
解
決
を
抜
き
に
広
域
化
し
て
も
財

政
や
制
度
の
改
善
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

保
険
税
軽
減
の
た
め
の
一
般
財
源

繰
り
入
れ
は
、
解
消
の
方
向
が
求
め

ら
れ
、
税
引
き
上
げ
、
収
納
率
向
上

な
ど
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
医
療
か

ら
の
遠
の
き
が
心
配
で

す
。

原電東海第二
発電所の外観

検査台
キャスク

天井
クレーン

給気口

排気口

村
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
の
教
育
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
、
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
、
特
に
夏
場
の
猛
暑
へ
の

対
応
を
図
る
方
向
を
持
ち
ま
し
た
。

設
置
の
仕
方
と
し
て
現
在
考
え

て
い
る
の
は
、
エ
ア
コ
ン
を
村
が

買
い
取
っ
て
設
置
す
る
の
で
は
な

く
、
リ
ー
ス
の
方
法
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
関
東
近
辺
で
リ
ー
ス
の

取
り
扱
い
を
し
て
い
る
業
者
が
無

さ
そ
う
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
す
が
、
設
置
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

２
０
１
９
年
度
に
設
置
の
た
め
の

設
計
委
託
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
校
舎
が
エ

ア
コ
ン
設
置
を
想
定
し
た
造
り
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
設
置
工
事
自
体
は
、
夏

休
み
中
な
ど
、
児
童
生
徒
が
学
校

に
登
校
し
て
い
な
い
期
間
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
。

少
し
で
も
早
い
時
期
に
、
ま
た

村
内
業
者
に
よ
る
設
置
と
な
れ
ば

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
引
き

続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

乾式貯蔵施設イメージ図（原電HPより）

安倍９条改憲NO！　戦争参加止めよう安倍９条改憲NO！ 戦争参加止めよう
安倍政権は集団的自衛権の行使容認で先制攻撃を可能にしまし

た。自衛隊を９条に書き込めば戦争に参加させることができるよう
になってしまいます。これを止められるのは、国民の力です。「９条改憲 NO！
3000万署名」を集めきることがカギです。力を合わせましょう。
核兵器の非人道性を一番知っている日本政府が、「核兵器禁止条約」に反対して

います。憲法９条を生かし条約に賛成する政府をごいっしょにつくりましょう。
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